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第
六
章

第
七
章

序

章

第一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

本
書
は、
加
賀
藩
領、
特
に
金
沢
に
お
け
る
生
活
文
化
（
生
活
の

中
に
み
る
文
化
的
要
素
を
含
む
暮
ら
し
全
体）
と
医
療
に
つ
い
て
精

力
的
に
分
析
し
て
き
た
池
田
仁
子
氏
（
以
下、
著
者）
の
三
冊
目
の

著
書
で
あ
る。
章
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る。

研
究
動
向
と
本
書
の
構
成

初
期
藩
主
前
田
家
の
病
と
治
療・
医
家

幕
末
期
前
田
鹿
寧
の
退
京・
治
療
と
政
治
史
的
動
向

藩
主
前
田
家
の
医
療
と
医
家

藩
の
医
療
政
策・
医
学
教
育
と
社
会
史
的
意
義

藩
老
横
山
家
の
家
臣
と
家
族

ー
陪
臣
の
分
限
帳
と
出
生
関
係
史
料
に
み
る
I

城
下
町
の
暮
ら
し
と
医
者

庭
の
利
用
と
保
養·
領
民

田

寛

也

新
刊
紹
介

池
田
仁
子
著

『
加
賀
藩
社
会
の
医
療
と
暮
ら
し
』

続
い
て
各
章
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る。

序
章
で
は、
著
者
の
二
冊
目
の
単
著
『
近
世
金
沢
の
医
療
と
医
家』

（
岩
田
書
院、
二
0一
五
年）
刊
行
か
ら
平
成
二
九
年
（
二
0一
七）

三
月
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
加
賀
藩
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
概
親
す
る

と
と
も
に、
本
書
の
視
点
や
目
的
に
つ
い
て
述べ
て
い
る。
著
者
は、

近
年
の
加
賀
藩
研
究
は
藩
主・
藩
士・
農
工
商
な
ど
の
階
層、
藩
政・

経
済・
社
会・
文
化・
教
育
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
テ
ー
マ
の
掘

り
起
こ
し
が
成
さ
れ
て
い
る
と
述べ
て
い
る。
そ
の
上
で、
藩
主・

藩
士
・
領
民
が
ど
の
よ
う
な
医
療
を
受
け、
生
活
を
営
ん
で
い
た
の

か、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は、
研
究
が
充
分
で
な
く、
一
次
史
料
を

駆
使
し
て
考
察
を
深
め
る
余
地
が
あ
る
と
指
摘
し、
本
書
の
テ
ー
マ

に
設
定
し
て
い
る。
ま
た、
本
書
の
位
置
づ
け
は、
他
藩
や
他
地
域

と
の
比
較
検
討
に
よ
る
普
遍
化
を
見
出
す
た
め
の
基
礎
的
研
究
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る。

第一
章
で
は、
近
世
初
期
の
加
賀
藩
主
（
前
田
利
家、
利
長、
利

常、
光
高）
や
そ
の
家
族
の
病
気
治
療
の
実
態
に
つ
い
て、
診
察
を

終

章

第
八
章

第
九
章

能
美
郡
安
宅
船
の
朝
鮮
漂
流
と
暮
ら
し

村
々
の
生
活
文
化
と
医
療

贔
美
郡
等
諸
史
料
の
紹
介
と
問
題
点
ー

本
書
の
成
果
と
今
後
の
課
題
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担
当
し
た
医
師
の
経
歴
に
も
留
意
し
て
述
べ
て
い
る。

藩
主
の
治
療

に
際
し
て
は、

徳
川
家
や
豊
臣
家
か
ら
医
師
が
派
遣
さ
れ
て
治
療
を

行
っ
て
い
て、

徳
川
家
と
前
田
家
の
間
に
よ
り
強
い
緊
張
関
係
が
見

ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る。

第
二
章
で
は、

元
治
元
年
(
-

八
六
四）

に
退
京、

謹
慎
し
た
次

期
(
-

四
代）

藩
主
前
田
慶
寧
の
治
療
に
関
す
る
記
録
「
拝
診
日
記」

を
主
に
用
い
て、

慶
寧
の
退
京、

謹
慎、

病
気
の
治
療
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
る。

ま
ず、

出
京
以
前
よ
り
慶
寧
の
体
調
は
万
全
で
は
な

く、

そ
の
上、

京
都
守
衛
を
担
っ
た
重
圧
か
ら
更
に
体
調
が
悪
化
し

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る。

そ
し
て、

慶
寧
の
謹
慎
中
の
治
療
は、

三
三
人
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
昼
夜
三
交
代
で
担
当
し
て
い
て、

蘭
方

薬
も
処
方
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る。

ま
た、

慶
寧
の
退

京
理
由
は、
表
向
き
に
は
長
州
藩
と
の
戦
闘
回
避
と
さ
れ
て
い
る
が、

慶
寧
の
病
状
が
重
症
で
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
指
摘
し、

政
治
史
に
医
療
面
を
照
射
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
主
張
し
て
い
る。

第
三
章
で
は、

二
代
藩
主
前
田
利
長、

生
母
の
芳
春
院、

正
室
の

玉
泉
院
の
治
療
に
関
す
る
未
刊
史
料
を
紹
介
す
る
と
と
も
に、

近
世

全
体
を
通
じ
た
藩
主
前
田
家
の
病
気
治
療
や
担
当
し
た
医
師
の
動
向

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る。

ま
ず、

初
代
S
四
代
藩
主
の
病
気
治
療
に

お
い
て、

糀
医
（
藩
が
雇
っ
た
医
師）

が
関
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
事
例
は
少
な
く、

徳
川
家
か
ら
の
幕
医
（
幕
府
が
雇
っ
た
医
師）

の
派
遣
が
顕
著
で
あ
る
こ
と、

そ
の
背
景
に
徳
川
家
が
幕
医
を
派
遣

す
る
こ
と
で、

前
田
家
に
恩
を
売
り、

前
田
家
の
動
き
を
監
視
し
よ

う
と
い
う
意
向
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る。

五
代

藩
主
以
降
は、

藩
医
が
治
療
に
関
与
す
る
事
例
が
増
え
る
が、

加
賀

藩
内
の
医
師（
家
中
医〈
加
賀
藩
の
家
臣
が
雇
っ
た
医
師〉、
民
間
医）、

京
都、

他
藩
の
医
師、

蘭
方
医
を
治
療
に
参
加
さ
せ
る
場
合
も
あ
り、

よ
り
優
れ
た
医
療
を
前
田
家
が
求
め
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る。
第
四
章
で
は、
医
療
を
通
し
て
近
世
都
市
社
会
を
考
察
す
る
た
め、

金
沢
に
お
け
る
医
療
を
取
り
上
げ、

そ
の
社
会
史
的
意
義
に
つ
い
て

分
析
し
て
い
る。

具
体
的
に
は
①
寛
文
一

0
年
(
-

六
七
0)

に
創

設
さ
れ
た
非
人
小
屋
で
の
医
療
体
制、

②
藩
校
明
倫
堂
で
の
医
学
教

育、

③
金
沢
に
お
け
る
医
師
の
数、

④
町
医
師
開
業
試
験、

⑤
災
害

や
疫
病
流
行
に
お
け
る
加
賀
藩
の
医
療
対
策
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て

い
る。

①
に
つ
い
て、

非
人
小
屋
に
は
町
医
師
で
あ
る
御
用
医
師
や

藩
医
が
複
数
人
常
置
さ
れ、

入
所
者
を
治
療
し
た
こ
と、

②
に
つ
い

て、

明
倫
堂
で
は
医
学
教
育
が
月
三
回
行
わ
れ、

そ
の
内
一

回
は
本

草
学
が
教
授
さ
れ
た
こ
と、

③
に
つ
い
て、

幕
末
期
に
向
け
て
医
師

の
数
が
増
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と、

④
に
つ
い
て、

医
師
開
業
者

が
増
加
し
た
た
め、

天
保
―
一

年
(
-

八
四
0)

以
降、

藩
校
で
藩
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医
に
よ
る
医
師
開
業
試
験
が
行
わ
れ
た
こ
と、

⑤
に
つ
い
て、

災
害

や
疫
病
の
流
行
に
際
し
て、

医
師
の
派
遣
や
薬
の
配
給
の
事
例
が

あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る。

そ
し
て、

城
下
町
金
沢
は、

藩
領

内
の
医
療
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る。
第
五
章
で
は、

加
賀
藩
重
臣
の
横
山
家
に
お
け
る
明
治
元
年

（
一

八
六
八）

の
分
限
帳
と
出
生
関
係
文
書
を
取
り
上
げ
て、

陪
臣

と
家
族
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る。

分
限
帳
の
分
析
に
よ
り、

横
山

家
に
は
給
人
と
し
て
家
老
役
組
頭、

小
将
頭、

平
士、

医
師
が
い
る

こ
と、

幕
末
維
新
期
の
横
山
家
に
は
六
0
0
人
を
超
え
る
家
中
が
い

た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と、

与
力
は
直
臣
と
陪
臣
の
中
間
的
な
独
自
の

位
置
に
あ
っ
た
こ
と、

女
中
や
馬
も
分
限
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る。

同
家
の
家
中
医
に
つ
い
て、

明
治
元
年
に
は
七

人
い
て、

騎
馬
の
人
数
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と、

文
政
六
年

（
一

八
二
三）

時
点
で
は
五
人
い
て、

そ
の
内
三
人
が
戦
時
に
出
陣

す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で、

医
師
が
戦
時
に
お
け
る
負
傷

兵
の
手
当
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
と

述
べ
て
い
る。

同
家
の
出
生
に
つ
い
て、

明
治
時
代
に
な
る
と
諸
祝

は
簡
略
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が、

明
治
三
年
の
茂
樹
出
生
の
際

の
諸
祝
の
分
析
よ
り、

懐
妊
を
大
い
に
祝
う
こ
と
に
変
わ
り
は
無

か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る。

第
六
章
で
は、

城
下
町
金
沢
・

小
松
を
中
心
に、

加
賀
藩
の
人
々

の
暮
ら
し
の
な
か
の
医
療
と
医
者
に
つ
い
て、

蘭
学
学
習
者
及
び
そ

の
周
辺
部
分
と
町
の
暮
ら
し
の
事
例
に
注
目
し
て
考
察
し
て
い
る。

武
家
の
出
産
に
つ
い
て、

横
山
家
で
は
出
生
児
一

人
に
対
し
て
同
家

の
家
中
医
な
ど
複
数
名
の
医
師
が、

医
療
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
胎
児
の

時
か
ら
診
療
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と、

文
化
期
の
金
沢
城
再
建
普
請

で
は、

和
漢
蘭
折
衷
医
や
oo
方
医
が
怪
我
人
や
病
人
の
治
療
に
あ

た
っ
て
い
る
こ
と、

瑞
泉
寺
住
職
家
族
の
治
療
に
は
複
数
の
医
師
が

関
わ
っ
て
い
る
こ
と、

金
沢
で
薬
種
商
を
営
む
亀
田
家
で
は、

様
々

な
祝
い
や
恵
比
寿
講
に
医
師
が
呼
ば
れ
て
い
て、

そ
の
背
景
に
薬
種

商
に
と
っ
て
医
師
は
絶
好
の
得
意
先
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い

る。

ま
た、

金
沢
に
居
住
す
る
医
師
の
「
い
ろ
は
ガ
ル
タ」

が
近
世

後
期
に
作
成
さ
れ、

戯
言
・

遊
ぴ
と
し
て
医
師
総
体
が
人
々
の
暮
ら

し
の
中
に
溶
込
ん
で
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る。

第
七
章
で
は、

加
賀
藩
に
お
け
る
近
世
初
期
か
ら
幕
末
期
ま
で
の

庭
の
利
用
と
行
歩
に
つ
い
て、

保
健
医
療
•

福
祉
の
側
面
か
ら
考
察

し
て
い
る。

加
賀
藩
主
は、

金
沢
だ
け
で
な
く、

江
戸
藩
邸、

大
坂

城、

参
勤
交
代
の
途
次
に
お
い
て
も
庭
を
利
用
し
て
い
た
こ
と、

加

賀
藩
で
は
庭
は
保
養、

リ
ハ
ビ
リ、

鑑
賞、

遊
覧、

身
体
の
鍛
錬、

地
震
の
避
難
場
所
な
ど
多
様
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る。

ま
た、

領
民
は、

藩
主
や
上
級
家
臣
の
庭
の
拝
見
を
許
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さ
れ
る
こ
と
が
あ
り、

自
身
の
作
庭
に
役
立
て
て
い
た
と
指
摘
し、

庭
に
は、
一

人
の
保
養
·

養
生
や
心
身
の
鍛
錬
か
ら、

次
第
に
多
数

で
の
心
身
の
鍛
錬
・

遊
覧
．

娯
楽
と
多
目
的
に
利
用
さ
れ、

や
が
て

近
代
の
軍
事
訓
練、

娯
楽
・

催
事、

多
種
の
祭
礼
へ
と
展
開
し
て
い

く
と
い
う
見
通
し
を
立
て
て
い
る。

第
八
章
で
は、

能
美
郡
安
宅
に
お
け
る
海
運
業
と
環
日
本
海
の
海

難
事
故
の
一

例
と
し
て、

当
地
の
与
三
次
屋
平
兵
衛
の
持
船
神
徳
丸

の
朝
鮮
漂
流
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る。

各
所
で
厳
重
な
事
情
聰
取

が
行
わ
れ
た
た
め、

神
徳
丸
は、

朝
鮮
か
ら
帰
還
す
る
ま
で
に
二
年

近
く
経
過
し
て
い
て、

近
世
後
期
の
朝
鮮
漂
流
の
事
例
の
中
で
最
も

長
期
に
及
ん
で
い
る
こ
と、

漂
着
か
ら
帰
還
ま
で
に、

釜
山
の
倭
館

を
通
し
て
朝
鮮
や
対
馬
藩
か
ら
衣
食
住
の
必
需
品
が
給
与
さ
れ
て
い

て、

人
道
的
な
側
面
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る。

ま
た、

船
主
の
与
三
次
屋
平
兵
衛
家
は、

朝
鮮
標
流
後
す
ぐ
に
衰
亡
す
る
に

は
至
ら
な
か
っ
た
が、

平
兵
衛
の
死
後、

当
家
の
海
運
業
は
廃
れ
た

こ
と、
一

類
の
与
三
次
屋
吉
蔵
家
が
発
言
力
を
増
し、

繁
栄
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る。

第
九
章
で
は、

能
美
郡
や
江
沼
郡
に
お
け
る
生
活
文
化
と
医
療
に

つ
い
て
考
察
し
て
い
る。

最
初
に
同
地
域
内
の
出
来
事
と
し
て、

餌

指
の
宿
泊、

打
ち
こ
わ
し、

猪
・

猿
の
徘
徊、

病
死
人
の
処
置
や
十

村
石
黒
家
の
人
生
模
様
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る。

続
い
て
疫
病
流
行

に
お
い
て、

加
賀
藩
は
御
貸
米
を
行
っ
た
こ
と、

今
江
村
の
医
師
岡

山
家
に
医
薬
に
関
係
す
る
史
料
や
医
学
書
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と、

近
世
後
期
に
同
地
域
か
ら
各
地
の
医
学
塾
に
遊
学
し
た
事
例
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
る。

さ
ら
に、

宗
門
人
別
の
分
析
か
ら
同
地
域
に
お

け
る
浄
士
真
宗
の
広
ま
り
な
ど
信
仰
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る。

終
章
で
は、

各
章
の
内
容
を
総
括
す
る
と
と
も
に、

地
域
史
研
究

に
お
い
て
は、
細
部
に
わ
た
る
具
体
相
の
積
み
重
ね
が
重
要
で
あ
り、

多
数
の
事
例
の
集
積
と
比
較
検
討
を
通
し
て、

普
遍
性
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
と
主
張
し
て
い
る。

今
後
の
課
題
と
し
て、

入
門
帳
の

分
析
に
み
る
加
賀
藩
領
内
か
ら
の
遊
学、

医
療
と
救
憔
政
策、

幕
末

維
新
期
の
医
療、

儒
者
・

医
師
ら
知
識
人
の
動
向、

藩
領
内
の
医
師

総
数
の
試
算、

蘭
学
者
ら
の
活
動
内
容
を
挙
げ
て
い
る。

以
上
が
本
書
の
内
容
で
あ
る。

本
書
の
意
義
と
し
て、

大
き
く
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る、

第一

は、

多
く
の
一

次
史
料
を
用
い
て
論
を
組
み
立
て
て
い
る
こ
と
で
あ

る。

従
来
の
加
賀
藩
研
究
で
多
用
さ
れ
て
き
た
『
加
賀
藩
史
料』

に

つ
い
て、

現
在、

無
批
判
に
使
用
す
る
こ
と
に
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て

お
り
（
木
越
隆
三
•

宮
下
和
幸
・

中
野
節
子
「
加
賀
滞
研
究
の
軌
跡

と
課
題」
〈
加
賀
藩
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
編
『
加
賀
藩
武
家
社
会
と

学
問
・

情
報』

岩
田
書
院、
1
1
0
1

五
年〉）、

本
書
も
上
記
の
傾
向

に
沿
っ
た
形
で
執
筆
さ
れ
て
い
る。

未
刊
史
料
の
翻
刻
が
数
多
く
本
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書
に
収
録
さ
れ
て
お
り、

藩
政
史
や
医
療
史
な
ど
多
く
の
分
野
の
研

究
者
に
と
っ
て
参
考
と
な
ろ
う。

第
二
は、

前
著
『
近
世
金
沢
の
医
療
と
医
家』

と
併
せ
て、

藩
主

前
田
家
に
お
け
る
病
気
治
療
や、

加
賀
藩
領
内
の
医
師
の
動
向、

城

下
町
金
沢
に
お
け
る
医
療
の
状
況
が
近
世
全
時
期
を
通
じ
て
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る。

前
著
で
は
未
検
討
と
な
っ
て
い
た
近
世
初

期
の
前
田
家、
一

四
代
藩
主
の
座
寧
の
病
気
治
療
の
様
子
に
つ
い
て

詳
し
く
考
察
し
（
第
一

章
S
第
三
章）、

地
域
社
会
に
お
け
る
医
療

の
動
向
に
つ
い
て
も
分
析
し
て
い
る
（
第
四
章、

六
章、

九
章）。

第一
二
は、

藩
に
と
っ
て
医
療
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の

か、

と
い
う
見
通
し
が
得
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る。

第
二
の
点
と
も
関

わ
る
が、

著
者
は、

前
田
家
を
中
心
に、

加
賀
藩
に
お
け
る
医
療
の

動
向
を
分
析
し
て
い
る。

他
藩
の
事
例
で
は、
史
料
的
制
約
も
あ
り、

近
世
全
時
期
を
通
じ
て
藩
主
家
の
医
療
や
領
内
の
医
療
状
況
を
分
析

で
き
る
場
合
は
多
く
な
い。

本
書
一

八
頁
の
「
普
遍
性
を
引
出
そ
う

と
し
て
急
ぐ
が
あ
ま
り、

重
要
な
事
例
を
見
落
と
す
危
険
性
は
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い」

や
「
論
理
を
急
ぐ
よ
り
確
実
な
史
料
に
よ
り

確
固
と
し
た
歴
史
像
を
描
く
こ
と
が
先
決」

で
あ
る
と
い
う
著
者
の

姿
勢
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
が、

本
書
が
分
析
し
た
事
例
は、

近
世
医
療
史
研
究
に
と
っ
て
も
非
常
に
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ

ス
ノ

直
接
的
な
医
療
行
為
だ
け
で
な
く、

周
辺
の
事
象
も
丹
念
に
分
析

し、

近
世
の
人
々
に
と
っ
て
い
か
に
病、

医
療
が
身
近
な
出
来
事
で

あ
っ
た
の
か、

詳
細
に
分
か
る
好
著
で
あ
る。
一

読
を
お
薦
め
し
た

ヽ
゜
,
＂•

 

（
二
0一
九
年―
二
月
刊、

桂
書
房、

三
四
四
頁、

三
0
0
0
円
＋
税）
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